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妙

御
手
紙
を
嬉
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
御
健
康
で
盆
冷
働
悔
生
活
の
勤
務
を
励
ま
れ
て
ゐ
る
の
が
何
よ
り
で
す
。
人
間

は
考
へ
て
見
る
J

ニ
生
働
悔
で
す
。
こ
れ
が
別
ら
ず
に
自
分
だ
り
は
正
直
者
善
人
の
積
り
で
ゐ
る
か
ら
間
違
が
起
る
の

で
す
。
人
を
も
恨
む
の
で
す
。
お
稗
迦
様
と
い
1

ふ
榛
な
、
非
常
な
崇
高
な
人
格
者
、
大
主
な
正
直
な
人
を
標
準
に
し
て

吾
人
を
側
一
品
具
し
て
御
覧
な
さ
い
、
大
分
立
振
な
積
b
の
自
分
が
、
如
何
に
み
す
ぼ
ら
し
〈
、
械
〈
、
小
さ
く
、
哀
れ
な
、

穴
が
ゐ
ら
ば
這
入
b
も
し
た
い
程
の
、
異
に
深
一
陣
深
童
、
愚
痴
暗
鈍
の
凡
夫

rと
い
ふ
－

7
と
が
別
ム
リ
ま
す
。
乙
の
意
味

で
沈
香
も
焚
か
や
肱
も
こ
か
令
し
て
‘
而
も
自
n
T
兎
許
の
善
人
で
お
る
よ
b
も
、
過
つ
℃
大
罪
を
犯
し
て
、
然
も
そ
れ

が
動
機
ご
な
っ
て
醗
然
悔
悟
し
て
慨
悔
生
活
に
入
b
．
異
質
の
救
済
を
う
け
得
た
お
の
方
が
、
ど
れ
だ
け
孝
一
臓
で
あ
る

か
別
ら
ぬ
も
の
だ
ご
思
は
れ
ま
す
。



貴
対
！
、
貴
対
は
主
人
殺
し
斬
取
り
強
盗
等
の
大
罪
惑
を
犯
し
、
後
良
心
の
町
責
に
耐
へ
や
鱗
然
借
J

』
な
っ
て
滞
き

憐
悔
生
活
に
入
b
、
最
後
に
二
十
一
年
の
長
年
月
を
凄
惨
な
る
苦
難
と
闘
い
、
遂
に
耶
馬
渓
中
の
三
百
八
問
の
大
隊
道

を
開
撃
し
た
前
名
市
九
郎
借
了
海
の
事
を
あ
聞
き
に
な
っ
て
ゐ
る
で
し
ょ
う
o
あ
れ
で
す
。
ゐ
れ
で
す
占
私
共
の
行
く

ぺ
き
路
は
質
際
ゐ
の
外
に
は
無
い
の
で
す
o
只
自
殺
的
に
す
る
の
之
、
強
制
的
に

3
せ
ら
る
－
L
の

t
の
異
い
は
あ
っ
て

も
、
結
局
同
じ
所
に
進
ま
ね
ば
な
ら
ね
と
思
以
ま
す
。

な
は
仰
門
仁
入
っ
て
、

自
己
が
罪
陪
深
首
一
の
凡
夫
だ
と
い
i

ふ
乙
ご
が
、

段
ん
γ

深
〈
別
ら
せ
ら
る
＼
様
に
な
り
ま
し

た
o
過
去
生
々
を
考
へ
る
ご
、
何
を
し
て
来
て
ゐ
る
や
ら
別
ら
ぬ
と
忠
以
ま
す
。
私
は
深
敬
病
院
を
経
特
し
か
げ
て
、

今
年
二
十
四
年
に
な
b
ま
す
が
、
初
め
は
気
の
毒
な
人
遣
な
救
ふ
と
い
ふ
念
が
強
か
っ
た
が
、
段
今
に
自
己
の
凡
夫
三

い
ふ
・

3
』
が
悲
し
く
な
っ
て
、

乙
れ
は
俄
悔
滅
罪
の
腿
道
開
撃
だ
と
い
ふ
心
が
強
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
o
そ
れ
か
ら

は
他
か
ら
誹
誘
3
uい
よ
う
が
、
中
傷
さ
れ
よ
う
が
、
嘗
然
だ
と
思
ふ
様
に
な
b
、
否
寧
ろ
立
川
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
と
岡
山
ひ
待

る
様
に
な

b
ま
し
た
o

そ
れ
で
な
は
此
の
命
の
み
の
ら

A
限
b
は、

日
本
に
瀬
病
が
者
き
・
る
ま
で
は
、
此
陽
道
を
山
明
L

りつ

刊
、
げ
℃
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ふ
様
に
な
り
ま
し
た
。
在
は
こ
＼
仁
根
本
機
悔
の
大
方
針
を
建
て
、
ゐ
ま
す
。

御
蔭
仁
、
私
は
此
頃
、
自
己
の
心
の
奥
底
に
、
少
し
く
異
の
光
明
が
さ
し

τ来
た
様
な
気
持
が
致
し
ま
す
。
私
は
毎

暁
約
一
時
間
程
、
働
組
三
賓
の
御
前
で
、
真
剣
に
、
大
韓
に
、

一
々
丈
々
に
、
佐
華
艇
の
学
在
宛
を
護
請
し
、
日
蓮
聖
人

重
罪
犯
に
て
刑
務
所
に
あ
る
来
農
家
徒
に
怒
れ
る
手
紙

一O
五



北
山
非
犯
－
L
て
刑
務
所
に
あ
る
沼
尻
宗
徒
に
怠
れ
る
手
紙

一O
六

の
遺
丈
一
立
計
り
を
作
請
し
．
そ
れ
か
ら
南
無
妙
法
連
帯
献
の
御
旭
日
を
数
百
一
週
、
こ
れ
も
心
ミ
カ
と
を
皐
め
て
唱
へ
ま

す
o
そ
れ
か
ら
叉
昨
年
か
ら
商
事
．
に
安
世
し
で
あ
る
久
遠
本
側
殿
と
い
ふ
仁
晶
君
b
、
立
像
稗
迦
牟
尼
如
来
の
御
前
に
、

至
心
－
一
一
械
の
後
、

法
華
経
方
便
口
叩
、

如
来
書
量
日
間
的
、
常
不
軽
菩
薩
日
間
偶
4T
、
殆
ど
韓
涙
共
に
下
る
と
い
ふ
様
に
戚
汲

を
以
て
・
一
一
市
し
、
唱
題
蚊
十
温
、
祈
願
女
、
四
弘
誓
願
等
を
高
唱
し
て
殿
堂
を
出
で
ま
す
o
此
時
宛
も
東
方
富
士
山
と

此
の
身
延
山
と
の
同
に
あ
る
天
子
ケ
獄
ミ
い
ム
高
い
山
か
ら
、

側
欄
と
し
て
勝
る
朝
政
に
向
っ
て
、

静
か
に
如
来
一
脚
力

nm
備
を
護
諦
し
、
唱
題
十
沼
計
。
、
臨
時
、
欄
た
る
太
陽
の
光
明
を
悌
陀
の
店
問
の
諜
十
方
仁
輝
く
光
明
と
般
定
し
て
、
異

す
ぐ
に
額
に
ぴ
っ
た
り
と
常
て
、
冥
白
人
H

掌
し
て
、
自
己
内
任
の
偽
性
の
脅
揮
そ
一
耐
ム
リ
、
更
に
如
日
月
光
明
、
能
除
諸

幽
冥
、
斯
人
行
世
間
、
能
減
衆
生
問
、
不
染
世
間
法
、
如
蓮
華
在
水
三
一
心
に
唱
へ
ま
す
。
こ
れ
は
私
が
永
年
務
ら
ず

に
縞
け
て
来
た
行
事
で
あ
り
ま
す
、
ぞ
れ
か
ら
境
内
の
掃
除
ぞ
手
停
日
、
朝
の
食
時
に
つ
き
、
一
同
と
共
に
介
掌
し
て
、

本
悌
無
線
の
大
慈
悲
は
、
罪
障
制
問
主
の
我
等
に
も
、
御
閑
の
居
住
を
詐
し
た
ま
ふ
。

「
民
の
什
を
砕
け
る
米
、
人
の
血
伝
絞
れ
る
柄
」
鮮
光
挿
水
皆
悉
く
、
本
因
菩
薩
道
の
御
功
徳
に
非
ざ
る
は
無
し
。
願

｛
ば
如
来
恒
に
我
が
上
に
在
し
ま
し
て
、
哀
感
加
被
を
垂
れ
た
ま
へ
。
常
念
痴
慢
そ
離
れ
、
食
慾
慎
宝
山
4

グ
去
り
、
深

敬
の
行
に
作
し
、
同
士
荘
内
ほ
の
務
を
助
ま
ん
事
k
。

と
、
不
十
一
心
に
唱
へ
、
且
つ
析
胤
し
ま
し

τ、
戚
謝
の
内
に
食
事
を
終
b
．
そ
れ
か
ら
事
務
に
移

h
Sす
。
雑
多
一
な
．
終



円
忙
し
い
用
務
の
間
仁
、
新
聞
雑
誌
位
を
請
み
ま
す
が
、
雑
誌
も
忙
し
い
V

錦
に
、
到
底
気
の
さ
い
な
物
は
讃
め
今
、
況
し

て
書
物
は
哀
し
い
か
な
滅
多
に
護
む
事
が
出
来
ま
せ
ん
、
タ
飢
後
又
本
側
殿
に
奉
b
、
四
境
静
寂
の
問
に
本
偽
梓
迦
キ

尼
如
来
に
面
奉
し
、
深
遠
罪
一
職
相
‘
遍
照
於
十
方
、
微
妙
師
法
身
、
具
相
三
十
二
三
讃
丈
一
を
心
の
巾
に
唱
へ
、
静
に
唱

題
を
修
し
、
或
は
蹄
定
三
昧
に
入
λ

リ
、
心
鏡
を
浄
拭
し
、
皆
峨
悔
を
修
し
、
如
来
描
寂
の
妙
境
地
を
、
ご
く
お
ぼ
ろ
げ

な
れ
ど
も
、
少
分
味
は
し
て
戴
〈
様
な
、
何
ご
も
謂
い
様
の
な
い
、
戚
汲
戚
謝
に
渦
ち
た
好
い
気
持
の
三
十
分
乃
圭
一

時
間
を
済
ま
し
、
そ
れ
か
ら
其
け
の
残
務
を
魚
し
終
b
て
備
陀
に
戚
謝
し
て
寝
に
就

3
ま
す
o

以
上
が
私
の
日
課
で
あ
b
ま
す
が
。
事
務
、
が
大
層
停
滞
し
内
b
、
放
行
す
る
時
等
は
、
無
論
此
れ
が
障
げ
ら
れ
ま
す
。

が
、
有
難
い
事
は
、
最
近
私
は
、
御
蔭
で
私
は
何
と
な
く
心
が
リ
光
の
照
b
映
ゆ
る
が
如
く
、
車
問
華
の
美
し
く
咲

3
い

で
k
b
る
如
く
、
歓
喜
の
心
自
づ
と
身
に
充
満
し
て
わ
ま
す
ο

陥
っ
て
総
て
に
封
し
戚
謝
戚
激
の
心
を
禁
ず
る
乙
之
が

出
来
ま
せ
λ
。
乙
れ
ま
で
、
家
庭
の
表
、
同
居
の
村
々
の
人
々
に
到
し
て
も
、
兎
角
不
踏
の
心
が
起
b
、
そ
れ
が
何
と

な
く
煩
悶
と
な
る
事
も
あ
b
ま
し
た
が
、
近
来
何
事
に
も
不
満
山
を
戚
壱
ず
、
歓
喜
恰
慌
の
心
に
満
ち
て
ゐ
ま
す
、
随
つ

て
滅
多
に
小
言
を
謂
い
ま
せ
λ
、
そ
れ
で
家
人
も
皆
朱
嫌
好
く
し
て
く
れ
、
そ
れ
A
I
I
の
任
務
の
仕
事
も
着
々
と
、
命

や
ず
し
て
迩
λ
で
く
れ
ま
す
。
家
庭
が
先
づ
我
此
士
安
穏
、
一
大
人
品
川
充
満
と
な
っ
て
来
ま
し
力
。
在
院
患
者
が
、
又
貨

に
勤
勉
に
働
い
て
〈
れ
ま
し
て
、
穏
や
の
野
菜
が
貨
に
阻
害
川
に
出
来
て
ゐ
ま
す
。
紅
白
紫
黄
様
々
の
草
花
が
、
院
内
の

治
一
罪
犯
に
で
刑
務
所
に
あ
る
某
民
栄
作
祉
に
怠
れ
る
手
紙

一O
七



設
界
犯
に
て
刑
務
所
に
あ
る
一
u
古
川
戸
山
市
徒
に
だ
れ
る
乎
祇

0 
y、

隈
々
に
、
賞
に
麗
し
く
咲

3
満
ち
℃
ゐ
ま
す
。
柿
栗
梨
桃
く
る
み
無
花
果
等
の
果
物
迄
が
、
彼
所
此
所
と
熟
す
る
様
に

な
b
ま
し
た
。
純
邦
企
（
天
鼓
殿
）
に
は
主
夜
・
と
無
く
、
太
鼓
に
和
し
℃
御
題
目
の
韓
が
絶
え
ま
せ
ん
υ
幾
棟
の
病
室
か
ら

は
笑
ひ
の
持
、
が
、
何
時
も

3
u
め
い
て
わ
ま
す
。
異
に
岡
林
諸
棲
閥
、
種
々
抗
荘
殿
、
背
樹
多
川
市
果
、
衆
生
所
遊
融
市
、

話
天
撃
天
鼓
、
常
作
求
伎
楽
と
は
、

一
般
世
間
か
ら
は
兎
角
不
快
の
戚
を
以
℃
削
ら
る
＼
、

之
の
私
の
深
敬
病
院
の
事

だ
と
心
の
奥
底
か
ら
一
民
「
ま
し
い
程
嬉
し
く
戚
ず
る
様
に
な
b
ま
し
た
。

如
来
制
力
日
間
備
の
『
日
月
の
光
明
の
能
く
訪
の
幽
冥
を
除
く
が
如
く
、
斯
の
人
、
世
間
に
行
じ
て
、
能
く
衆
生
の
問

k
減
し
』
の
立
昧
が
、
漸
く
の
事
に
別
ム
リ
か
け
て
品
会
一
b
ま
し
た
。
自
己
の
心
の
備
性
、
が
、
神
殿
の
ほ
が
ら
か
な
る
鏡
の

如
く
、
大
空
の
太
陽
の
如
く
、
秋
夜
の
尚
月
の
如
く
、
煩
悩
雑
念
の
雲
霧
、
執
著
の
塵
垢
、
我
慾
の
糞
械
を
、
締
一
錯
す

っ
か
b
と
捨
て
去
る
時
、
そ
う
し
て
．
共
輝
き
の
心
に
て
人
々
に
接
す
る
時
、
封
者
は
叉
其
人
の
心
の
太
陽
、
月
、
鏡

に
照
3
れ
て
、
白
づ
之
、
其
人
の
様
に
、

心
の
閤
黒
を
去
b
、
清
滞
光
明
の
歎
喜
心
に
住
す
る
こ
主
が
貫
際
だ
と
、
確

伝
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

「
諸
の
惑
は
作
す
英
れ
、
衆
の
善
は
奉
行
す
ぺ
し
、
自
ら
其
立
そ
浮
く
す
、

H
疋
れ
偽
陀
の
敢
へ
』
と
レ
ム
七
悌
遁
戒

備
の
有
難
い
徹
底
し
た
教
の
意
味
が
、
大
舟
別
っ
て
奉
り
ま
し
た
o

日
山
焼
却
一
一
人
が
、
四
保
金
吾
女
房
御
返
事
に
舎
か
れ
て
ゐ
る
『
明
な
る
一
品
川
月
に
過
ぎ
ん
や
、
滞
き
心
事
蓮
華
に
勝
る
ぺ



し
ゃ
、
法
華
経
は
日
月
と
蓮
華
と
な
り
、

日
蓮
叉
日
月
と
蓮
華
と
の
如
く
な
b
（
故
に
日
注
ξ
名
〈
）
』
の
金
文
の
立
味

も
同
様
珂
解
し
符
ら
る
、
、
様
に
な
り
ま
し
た
。

無
串
無
押
な
る
私
は
、
斯
く
し
て
根
本
偽
殺
の
意
味
も
、
賀
大
乗
法
華
経
の
立
味
も
、
日
造
事
人
の
唱
題
成
備
の
立

味
も
、
全
く
根
底
に
於
て
同
一
で
あ
る
と
問
解
し
得
て
、
異
に
安
心
し
喜
び
に
堪
へ
ま
せ
ん
。

貴
君
、
貴
君
は
刑
務
所
に
ゐ
る
事
を
、
刑
務
所
と
い
ふ
文
字
や
詞
に
固
執
し
て
は
い
け
ま
せ
λ
。
自
己
が
情
け
無
い

地
獄
に
で
も
堕
も
て
ゐ
る
様
に
、
又
他
が
無
聞
や
り
に
随
一
し
こ
ん
だ
椋
に
執
念
せ
ら
れ
て
い
て
は
い
り
ま
せ
λ
。
刑
務

所
こ
そ
は
異
に
貴
君
が
救
は
る
、
寂
光
静
士
で
す
よ
。
備
陀
の
光
明
其
物
で
す
よ
。
救
持
に
要
す
る
唯
一
の
綱
で
す
よ
。

貴
汁
の
目
提
め
が
、
一
村
山
念
が
、
此
慮
ま
で
来
ね
ば
駄
目
で
す
よ
刑
務
所
が
あ
っ
た
ら
ば
こ
を
正
、
歓
喜
戚
謝
の
一
波
を
絞

る
ま
で
来
ね
ば
な
h
吐
せ
ん
よ
。

貴
汀
、
立
汁
は
先
づ
数
秒
時
間
乃
至
一
易
問
で
よ
ろ
し
い
、
偽
陀
の
克
明
の
前
仁
昭
一

3
れ
て
滞
潔
の
心
に
－
な
っ
て
御

凶
凡
な
さ
い
o
何
に
偽
陀
な
λ
て
存
在
が
別
ら
ぬ
て
、
最
ら
ぬ
肱
州
屈
に
拘
泥
し
た
も
の
で
す
な
あ
、
一
面
倒

rか
ら
、
そ

れ
で
は
東
山
か
ら
出
づ
る
太
陽
で
よ
ろ
し
い
、
何
科
皐
が
詐
さ
ね
、
其
科
皐
な
る
物
が
哀
れ
な
も
の
さ
、
足
許
の
草
一
本

だ
と
て
科
串
で
異
の
説
明
、
が
謹
き
る
、
と
瓜
ふ
て
ゐ
ま
す
か
。
小
さ
な
頭
で
偽
陀
の
博
大
な
る
悟
境
を
疑
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ

λ
。
先
づ
備
陀
の
智
慧
は
太
陽
の
光
明
の
如
く
、
其
議
悲
も
太
陽
の
熱
の
如
き
も
の
で
あ
b
ま
す
。
太
陽
に

章
一
掠
犯
に
て
刑
務
所
に
あ
る
菜
園
県
宗
徒
に
怒
れ
る
手
紙

一O
九



重
罪
犯
に
て
刑
務
所
に
あ
る
茶
民
家
徒
に
怒
れ
る
手
紙

一一
O

針
つ
て
は
誰
し
も
明
る
さ
と
暖
か
き
と
は
直
戚
し
ま
し
ょ
う
o
な
ぜ
太
陽
が
賞
夜
す
み
か
て
、
な
ぜ
光
る
、
な
壱
暖
ぃ
、

ァ

τλ
・
な
こ
と
は
今
の
問
題
で
は
あ
b
ま
ぜ
ん
。
兎
に
角
下
ら
ね
理
屈
、
凡
慮
を
す
て
、
．
清
需
光
明
の
心
を
起
し
て
御

覧
な
さ
い
、
共
に
其
心
を
一
分
聞
か
ら
二
易
問
、
三
升
聞
と
持
績
し
て
ど
覧
な
さ
い
、
ド
時
H
此
を
練
管
し
て
精
々
此
の

時
間
の
延
長
を
計
っ
て
ど
覧
な
さ
い
。
此
の
間
一
切
を
打
忘
れ
て
、
太
陽
の
如
〈
、
明
月
の
如
〈
、
明
鏡
の
如
〈
、
蓮

輩
の
如
く
、
清
滞
光
明
の
心
の
中
に
浸
入
し
て
行
く
の
で
す
よ
。
其
所
に
貧
打
は
何
時
三
な
く
、
新
L
b
o異
の
白
巳
を

接
見
す
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
貴
設
は
根
本
か
ら
救
は
れ
ま
す
。
自
己
の
心
の
中
に
何
時
の
間
に
か
働
陀
が
御
貌
を

浮
べ
た
ま
う
を
費
見
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

貴
君
、
貴
君
は
無
理
に
、

一
日
も
早
〈
此
場
所
を
逃
れ
よ
う
、

一一
H
も
早
〈
放
稗
さ
れ
よ
う
な
ど
L
思
ふ
様
で
は
駄

目
で
す
。
そ
れ
で
は
矢
．
振
り
救
は

D
L
日
は
容
易
に
来
ま
せ
λ
。
総
て
を
備
陀
に
任
せ
た
て
ま
っ
ち
、
前
述
の
光
明
の

心
、
歓
喜
戚
謝
の
心
の
み
を
鎮
付
、

一
切
を
只
命
ぜ
ら
る
L
ま
、
に
な
さ
い
。
私
は
、
貴
君
が
、
巳
に
斯
に
来
つ

τ、

私
の
至
心
に
新
h
－
、
且
つ
勘
む
る
意
味
を
御
了
解
あ
る
事
と
信
や
る
。

貴
君
は
、
在
が
先
年
贈
り
ま
し
た
傭
殺
虫
一
典
中
の
、
驚
窟
摩
（
指
雷
一
外
道
）
の
事
を
熟
讃
な
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
胴
伴

骨
骨
が
前
月
九
十
九
人
も
の
人
を
殺
し
た
彼
に
、
『
我
生
れ
て
巳
来
、
骨
て
人
を
殺
さ
令
』
ご
唱
へ
よ
三
仰
せ
ら
れ
ま
し
た

時
に
、
常
癌
摩
は
侍
然
と
し
て
驚
い
て
涙
を
垂
れ
、
「
私
は
大
虐
人
で
あ

b
ま
す
』
と
泣
き
乍
ら
申
す
ご
、
何
ミ
標
章
は



仰
せ
ら
れ
ま
し
た
か
、
買
に
樟
隼
の
仰
せ
は
、
『
生
れ
て
と
は
、
機
悔
は
依
っ
て
、
真
貨
の
放
が
生
れ
た
の
だ
．
そ
れ
を

間
ふ
の
だ
』
と
あ
る
で
は
あ
b
ま
せ
ん
か
、
私
共
は
驚
窟
・
婚
と
共
に
、
標
章
の
御
前
に
以
れ
伏
さ
ね
ば
な
b
ま
せ
ぬ
。

そ
れ
で
も
未
だ
異
質
の
蟻
悔
が
出
来
ま
せ
ね
か
。
私
は
万
を
持
つ
℃
は
、
未
だ
人
を
殺
し
は
し
ま
せ
ぬ
が
、
随
分
と
言

僻
や
心
を
持
っ
て
、
他
を
傷
り
害
し
て
来
て
い
ま
す
。
現
世
の
身
三
、
口
四
、
意
三
の
罪
業
だ
り
で
も
、
厳
密
に
計
算
し

ま
し
た
な
ら
ば
、
確
に
鷲
窟
摩
以
上
と
謂
は
ね
ば
な
ら
ぬ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
驚
嗣
糊
康
は
、
賓
に
、
気
の
毒
な
動
機
か
ら
、

津
山
の
人
を
殺
し
ま
し
た
が
、
異
に
同
情
す
べ
き
罪
悪
と
謂
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ね
。
私
の
な
ぞ
は
悌
敢
修
行
者
三
か
、

ヤ
ア
教
化
者
だ
と
か
申
し
乍
ら
、
邪
心
、
誠
心
、
名
血
管
心
、
慾
心
、
嫉
妬
心
等
か
ら
、
長
劫
に
罪
を
作
っ
て
ゐ
え
す
か
ら

驚
堀
摩
以
上
に
蟻
悔
せ
ね
ば
救
は
れ
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。

貴
君
！
、
貴
君
の
諮
っ
た
罪
は
、
鴛
幌
摩
の
罪
の
何
卦
の
一
、
何
十
分
の
一
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
根
本
働
悔
を
せ
お
ば

な
ら
ね
事
は
同
一
で
す
。
願
〈
ば
大
理
隼
の
御
前
に
、
至
心
機
悔
し
て
、
光
明
界
禅
に
新
し
〈
、
美
し
く
、
生
き

fa－－

ご
一
日
片
時
も
早
〈
生
れ
・
て
下
さ
い
。
非
常
な
忙
し
き
で
す
か
ら
、
乙
れ
で
筆
を
止
め
ま
す
。
折
角
寒
暖
守
注
意
し
て

御
自
愛
下
さ
い
。
遁
に
私
は
、
此
の
身
延
の
霊
地
か
ら
、
貴
君
が
、
如
来
照
頴
の
下
に
蘇
生
せ
ら
る
、
の
を
眺
め
、
且

つ
祈
願
し
て
ゐ
ま
す
。

南
無
稽
迦
牟
尼
働

南
無
理
迦
牟
尼
備

南
無
妙
法
蓮
華
経

南
無
妙
法
蓮
華
艇

重
罪
犯
に
て
刑
務
所
に
あ
る
廿
即
興
宗
徒
に
怠
れ
る
手
紙


